
来
る
、
七
月
六
日

（
土
）
に
、
仏
教
文

化
講
座

「琵
琶
説
法

会
」
を
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

近
江
八
幡
市
の
浄

土
宗

・
西
願
寺
ご
住

職
で
琵
琶
説
教
師
の

金
森
昭
憲
師
を
お
招

き
し
、
平
家
物
語
の

去
る
、
六
月
十
六

日

（
日
）
に
、
三

・

四

・
六

・
七
番
組
の

皆
さ
ま
に
お
世
話
に

な
り
、
総
出
の
形
で

境
内
の
樹
木
の
伐
採

や
剪
定
作
業
を
中
心

に
清
掃
作
業
を
し
て

各
場
面
の
琵
琶
弾
き

語
り

を
交
え
な
が

ら
、
仏
さ
ま
の
み
教

え
を
わ
か
り
や
す
く

説
い
て
く
だ
さ
い
ま

す
の
で
、
お
誘
い
あ

わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

琵
琶
説
法
会

へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

（
詳

細
は
別
紙
を
参
照
）

い
た
だ
き
、
お
か
げ

さ
ま
で
、
た
い
へ
ん

綺
麗
な
境
内
と
な
り

ま
し
た
。

三

・
四

・
六

・
七

番
組
の
皆
さ
ま
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

去
る
、
六
月
二
日

（
日
）
に
恒
例
の
仏

婦

・
尼
講
合
同
研
修

旅
行
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
大
井

川
鉄
道
の
Ｓ
Ｌ

（
蒸

気
機
関
車
）
に
乗
車

し
て
い
た
だ
き
、
車

今
年
は
東
海
地
方

へ
の
旅
と
い
う
こ
と

で
、
ま
ず
は
じ
め
に

真
宗
大
谷
派

・
岡
崎

別
院
を
参
拝
し
て
い

窓
か
ら
の
、
南
ア
ル

プ
ス
山
麓

・
大
井
川

沿
い
の
風
景
を
皆
さ

ま
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

去
る
、
六
月
二
十

九
日

（
土
）
に
、
若

葉
会
公
開
講
座
が
照

光
寺
を
会
場
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
で
最
後
を
迎

え
た
四
十
回
目
の
今

年
の
公
開
講
座
は
、

講
師
の
木
村
宣
彰
師

よ
り
、

「真
宗
門
徒

の
生
き
方
」
と
い
う

講
題
で
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
日

は
各
地
よ
り

一
七
六

名
の
方
々
に
お
参
り

い
た
だ
き
、
四
十
年

の
歴
史
に
幕
を
降
ろ

し
ま
し
た
。

今
日
か
ら
下

半
期
の
ス
タ
ー

ト
と
い
う
こ
と

で
、
早
い
も
の

で
今
年
も
半
分

が
過
ぎ
ま
し
た
。

「光
陰
矢
の
如
し
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
が
、
改
め
て
月

日
の
流
れ
の
速
さ
を

実
感
さ
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
う
し
て

与
え
ら
れ
て

い
る
貴
重
な

月
日
や
時
間

を
大
切
に
、

日
々
の
生
活

を
送
ら
せ
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。
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今今今今
月月月月
のののの
ここここ
とととと
ばばばば

ささささるるるるべべべべきききき業業業業縁縁縁縁のののの

ももももよよよよおおおおせせせせばばばば

いいいいかかかかななななるるるるふふふふるるるるままままいいいいもももも

すすすすべべべべしししし
親鸞聖人（歎異抄）

六
日

（土
）
仏仏仏仏
教教教教
文文文文
化化化化
講講講講
座座座座

「「「「琵琵琵琵
琶琶琶琶
説説説説
法法法法
会会会会
」」」」
午
後
七
時
半

近
江
八
幡
市

浄
土
宗
・西
願
寺
住
職

琵
琶
説
教
師

金
森
昭
憲
さ
ん
を
お
招
き
し
て

七
日

（日
）

御御御御
遠遠遠遠
忌忌忌忌
委委委委
員員員員
会会会会

午
後
五
時

二
十

一
日

（日
）

境境境境
内内内内
清清清清
掃掃掃掃
総総総総
出出出出

午
前
八
時

一
・
二
・
五
・
八
番
組

（雨
天
時
は
二
十
七
日
に
延
期
）

二
十
八
日

（土
）
おおおお
講講講講

当
番

五
番
組

午
前
七
時
半

二
十
九
日

（月
）
近近近近
江江江江
六六六六
組組組組
推推推推
進進進進
員員員員
協協協協
議議議議
会会会会
総総総総
会会会会

午
後

一
時
半

三
十

一
日

（水
）
近近近近
江江江江
六六六六
組組組組
坊坊坊坊
守守守守
会会会会
総総総総
会会会会

午
後
二
時

七七七七
月月月月
のののの
行行行行
事事事事
予予予予
定定定定

琵
琶
説
法
会
の
お
知
ら
せ

仏
婦

・
尼
講
合
同
研
修
旅
行
の
報
告岡崎別院の境内にて記念撮影大井川鉄道のSL前にて

境内清掃作業の様子

境
内
清
掃
総
出
の
御
礼

敬敬敬敬

弔弔弔弔

ご
生
前

の
ご
遺
徳

を
偲
び
、
謹

ん

で
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。

法

名

即
往
院
釋

正
観

俗
名

小
澤
正
穀

様

（内
池
西
）

六
月
七
日
寂

六
十
九
歳

若
葉
会
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
る講演の様子


